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トライキ拠点支部闘争報告第二波ス
千
葉
運
転
区
支
部
は

最
先
頭
で
闘
う
ぞ
I

千
葉
運
転
区
支
部
は
、
三
月
三
一

目
、
一

O
時
C
予
備
仕
業
よ
り
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
・

支
部
全
組
合
員
も
続
々
と
弁
天
町

会
館
に
結
集
し
、
二
六
名
が
整
然
と

ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起
し
た
・
そ
の
後

一
五
時
よ
り
ス
ト
突
入
集
会
を
来
賓

を
含
め
八
六
名
で
開
催
し
、
椿
支
部

長
の
『
ニ

O
O
一
年
春
闘
勝
利
、
貨

物
ペ
ア
ゼ
ロ
回
答
打
破
、
シ
ニ
ア
制

度
・
業
務
の
全
面
外
注
化
陸
止
、
一

O
四
七
名
の
解
雇
撤
回
に
む
け
て
千

葉
運
転
区
支
部
は
、
一
丸
と
な
っ
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
し
、
組
織
拡
大

に
む
け
て
闘
っ
て
い
こ
う
.
」
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
会
員
で
千
葉
運
転

区
前
に
移
動
し
、
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
、
椿
支
部
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ

1
の
後
解
散
し
た
・

ス
ト
二
日
目
は
、

D
C
会
館
に
集

合
し
、
千
葉
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
と

家
族
会
の
仲
間
が
激
励
に
か
け
つ
け

て
く
れ
る
中
、
職
場
集
会
・
勤
務
学

習
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
社
宅

へ
の
ピ
ラ
入
れ
、
千
葉
運
転
区
前
の

監
視
行
動
を
行
な
い
、
十
五
時
三
O

分
よ
り
千
葉
運
転
区
前
で
九
O
名
で

集
会
を
開
催
し
て
解
散
し
た
・

ス
ト
三
日
呂
も
、

D
C
会
銘
に
集

ら
、
「
日
頃
の
日
常
的
な
職
場
で
の

運
動
と
協
力
に
感
謝
す
る
。
外
注
化

攻
撃
に
よ
る
運
転
保
安
の
危
機
的
状

況
を
打
破
し
て
い
く
、
一
波

i
二
波

ス
ト
に
決
起
し
た
こ
の
力
を
結
集
し

て
、
今
後
も
闘
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
本
部
・
繁
沢
副
委
員
長

よ
り
、
今
次
闘
争
の
獲
得
課
題
で
あ

旨
巨
旨
量
〉
陰

h
E
B
I
?寵
号
、
一
る
シ
ニ
ア
制
度

l
外
注
化
攻
撃
の
現

金
鮭
合
員
偲
給
油
起
伺
智
で
輔
場
均
一
状
と
地
労
委
闘
争
の
状
況
、
今
後
の

忌

E
E
E
E
F
C量
E

Z
・
、
:
一
行
動
等
の
提
起
を
受
け
た
。
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今
次
闘
争
は
、
ま
さ
し
く
ニ
ュ
!

第
二
波
ス
ト
ラ
イ
キ
で
は
、
四
月
一
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
一
二
と
の
本
格
的
な

一
日

D
C会
館
に
組
合
員
が
結
集
、
一
対
決
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
、
意

こ
の
二

O
O
一
年
春
闘
の
課
題
と
闘
一
見
交
換
を
含
め
て
認
識
を
新
た
に
し

争
の
獲
得
目
標
に
つ
い
て
、
支
部
全
一
て
、
今
後
の
闘
い
に
生
か
し
て
い
く

体
の
意
思
統
一
を
図
る
た
め
、
第
一
二
こ
と
を
確
認
し
て
、
四
・
ニ
第
二
波

被
ス
ト
突
入
集
会
を
開
催
し
、
冒
頭
一
ス
ト
総
決
起
集
会
に
結
集
し
て
い
く

あ
い
さ
つ
に
起
っ
た
石
川
支
部
長
か
-
こ
と
を
確
認
し
た
。

京
葉
支
部
は
、
三
月
二
八
日
の
第

一
波
地
上
勤
務
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

引
き
続
い
て
、
四
・
一

1
二
第
二
波

ス
ト
ラ
イ
キ
に
、
京
葉
運
輸
区
の
乗

務
員
を
中
心
に
し
て
、
敢
然
と
全
組

合
員
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
起
ち
あ
が
っ

た。

合
し
、
次
勤
務
確
認
後
労
働
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
「
春
闘
第
二

波
ス
ト
総
決
起
集
会
」
に
合
流
し
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
中
、
間
関
う
仲
間
と
と

も
に
、
千
葉
支
社
前
ま
で
デ
モ
行
進

し
て
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

あ
げ
た
。

ス
ト
四
日
目
、
千
葉
運
転
区
支
部

は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
団
結
の

輸
を
ひ
ろ
げ
て
行
き
、
ニ
ュ

l
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
一
一
一
と
の
闘
い
、
組
織
拡

大
に
向
け
て
総
決
起
し
て
い
く
こ
と

を
施
認
し
て
、
ニ

O
時
一

O
分
九
八

時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
し
た
・

ゆ
る
す
な
!
教
育
改
革

つ
ぶ
そ
う
!
有
事
立
法

益
雷
雲
ヘ
mags
一室霊会へ

昨
年
の
「
国
旗
・
国
家
」
法
制
定
以
降
、
政
府
や
教

育
委
員
会
は
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
完
全
実
施
に
向

け
て
業
務
命
令
を
乱
発
し
、
処
分
桐
喝
で
教
育
労
働
者
!

へ

の

攻

撃

を

強

め

て

い

る

。

う

し
か
し
、
ど
っ
こ
い
闘
い
は
全
国
各
地
で
起
こ
っ
て
は

い
る
。
処
分
間
喝
を
の
り
こ
え
千
葉
で
は
先
生
と
卒
業
あ

生
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
卒
業
生
全
員
が
式
場
へ
の
杓

入
場
を
拒
否
し
、
「
君
が
代
」
斉
唱
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
封

神
奈
川
や
広
島
、
大
阪
、
北
海
道
、
国
立
な
ど
報
道
さ
長

れ
て
い
る
だ
け
で
も
各
地
で
歌
わ
な
い
、
立
た
な
い
の
労

抗
議
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
芦
を
、
行
動
を
ひ
と
湖

つ
に
し
て
戦
争
へ
の
道
を
断
ち
切
る
大
き
な
流
れ
に
し
代

ょ
う
。
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闘
い
は
、
労
働
組
合
の
中
か
ら
も
広
が
っ
て
い
る
。
し

2
月
別
日
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対
を
闘
っ
た
陸
・
海
・
浦

空
・
港
湾
の
労
働
組
合
二
十
団
体
が
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
す

ン
の
発
動
を
許
さ
ず
、
有
事
立
法
の
制
定
に
反
対
す
る
胡

運
動
の
強
化
を
訴
え
る
」
声
明
を
発
表
し
た
。
沖
縄
と

U

連
帯
し
、
有
時
法
制
と
阻
む
闘
い
を
さ
ら
に
広
め
よ
う
。
間

四
・
一
回
全
国
集
会
へ
の
全
力
で
結
集
し
よ
う
。
制争戦と業失大

-とき 4月 14日(土)午後2時-5時半

・ところ東京・千代田区公会堂
(Ta閃 担61-1772 千代田区役所と主主り。

地下鉄九段下駅下車とlま3分)

掴謹成嶋隆さん{新調文学教授)

『教育基本法改悪と政憲をゆるさないためにJ(恒題)

置唐桑江テル子さん「沖縄う忽い55年」
陸曹 百万人署名運動時びかけ人から

弓削遣さん、中島誠さん、梶村晃さんほか
発薗有事諸制に反対じよう 航空安全会蝿から

「つ〈る告j教科書田揮択阻止を 教科書編集者から
置法調査会由報告西川量船1) _ 

国会議員から に一入
車島から署名渥勘由訴え ~ ー且 .o.)}
学桂現場から 品」量 O 1Td 

とめよう戦争への遭 4'14全国集会

審加費印O円 ※託児あります


